
金
滞
古
蹟
志
巻
十
四

延
貨
の
金
組
仲
間
に
.
主
馬
町
の
入
口
今
井
源
四
郎
の
向
ひ
熊
内
奥
一

郎
.
そ
の
上
隣
毛
利
隼
之
助
と
あ
り
。
元
総
六
年
の
士
艇
に
‘
毛
利

又
八
郎
右
衛
門
橋
縞
嶋
洩
右
衛
門
と
一
所
、
毛
利
叉
太
夫
馬
坂
の
下

三
吉
助
左
衛
門
上
。
と
あ
り
て
‘
隼
之
助
死
後
に
主
馬
町
の
居
邸
を

移
柑
仰
せ
し
と
聞
ゆ
。

。
毛
利
隼
之
助
詮
盆
偉

毛
利
隼
之
助
詮
盆
が
砲
は
、
尾
張
勝
墜
と
云
ひ
、
其
の
子
吉
兵
衛
、

共
の
子
勘
太
夫
後
養
幸
と
稽
す
。
是
詮
益
が
父
た
り
。
寛
文
十
一
年

に
一
港
建
せ
し
隼
之
助
由
緒
般
に
云
ふ
。
祖
父
毛
利
吉
兵
衛
、
浅
野
但

馬
守
殿
に
知
行
五
百
石
賜
は
り
罷
有
り
、
父
毛
利
義
幸
、
秀
額
公
に

罷
在

p
.
四
十
五
年
以
前
に
御
園
へ
罷
越
し
‘
寛
文
元
年
牢
人
に
て

病
死
仕
る
。
隼
之
助
儀
は
寛
永
十
八
年
に
微
妙
公
へ
小
々
姓
に
被
a
召

出
一
一
止
保
元
年
に
御
射
手
奥
カ
に
被
=
仰
付
一
同
年
之
暮
二
百
石
葬
領

仕
る
。
と
あ
り
て
、
享
保
十
六
年
孫
杢
兵
衛
の
由
緒
艇
に
、
組
父
毛

利
隼
之
助
、
貞
享
四
年
十
二
月
八
日
五
十
九
歳
に
而
病
死
仕
る
。
と

蛾
せ
た
り
。
按
4
1
る
に
、
寛
文
十
一
年
の
士
般
に
‘
二
百
石
射
乎
組

四
十
三
歳
毛
利
隼
之
助
。
と
見
b
た
れ
ば
、
寛
永
六
年
の
生
に
て
、
同

・
十
八
年
十
三
歳
に
て
見
小
姓
に
寄
出
さ
れ
.
夫
れ
よ
り
利
常
卿
に
奉

。
宰
領
之
者
組
地

延
貨
の
金
海
闘
に
と
L
K
掲
げ
た
る
如
〈
記
載
す
。
と
の
組
地
は
、
後

々
ま
で
も
軽
卒
の
組
地
と
成
り
居
し
か

E
.
宰
領
足
経
と
い
ふ
は
平

〈
絶
え
た
り
。
岩
原
恵
規
の
筆
記
に
云
ふ
。
三
登
記
の
撰
者
山
田
四
郎

右
衛
門
は
、
宰
領
足
経
た
り
。
最
前
は
此
の
名
目
の
足
趨
有
る
左
り

と
。
平
次
按
4
1
る
に
、
元
総
十
・
四
年
寄
上
げ
た
る
定
番
足
極
安
江
市

郎
兵
衛
由
緒
般
に
‘
父
安
江
太
左
衛
門
御
畿
地
之
者
に
被
昌
召
抱
一
承

臨
元
年
宰
領
之
者
に
被
昌
仰
付
吋
と
あ
り
。
さ
れ
ば
利
常
卿
小
松
に
在

披
し
給
ふ
頃
、
宰
領
足
経
と
い
ふ
一
組
あ
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
費

永
七
年
山
田
四
郎
右
衛
門
が
事
を
綱
紀
卿
御
尋
ね
に
付
き
、
創
場
奉

行
よ
り
言
上
し
た
れ
ば
、
宰
領
足
韓
も
割
場
の
支
配
友
り
し
と
と
知

ち
る
。

。
山
田
四
郎
右
衛
門
侮

馬
淵
高
定
の
武
家
混
目
集
に
云
ふ
。
三
笠
記
は
山
田
四
郎
右
衛
門
と

去
ふ
者
の
密
集
め
た
る
物
也
。
種
き
者
に
‘
か
や
う
に
後
の
貨
と
成

る
事
を
ば
勤
め
て
磁
し
置
く
と
は
夢
有
事
也
。
さ
し
も
歴
々
の
何
の

め
ざ
も
た
〈
、
名
を
答
し
く
死
に
ゆ
く
事
洩
ま
し
き
事
た
り
。
加
藤

惟
寅
の
関
山
私
記
笠
宮
ふ
。
=
一
登
記
は
前
田
家
の
奮
設
等
を
書
載

金
滞
古
蹟
志
巻
十
四

四
回

仕
せ
し
人
也
。
拾
築
名
言
記
二
巻
は
即
ち
隼
之
助
の
筆
記
に
て
、
利

常
卿
の
遣
事
を
記
載
す
。
臭
書
に
如
v
左
あ
り
O

R
ぜ
守
》

右
此
一
書
之
外
。
大
坂
表
御
働
之
之
時
。
利
常
卿
一
番
乗
被
v
遊
候

儀
、
天
下
無
且
兵
隠
↓
則
御
家
之
記
伊
具
除
ν
之
。
此
一
巻
者
、
世
枠
之

自
=
時
分
一
御
次
廻
罷
在
承
僻
事
共
撰
怠

m
d
g拾
築
名
言
記
吋

定
鶴
港
忠
揚
者
持
実
。
以
昌
此
意
-
不
v
願
=
不
才
一
書
v
之
者
也
。

天

和

二

年

九

月

毛

利

隼

之

助

詮

益

書

ロH

一
本
の
奥
書
に
、
此
害
者
、
依
v
授
昌
或
人
-
不
v
顧
日
品
川
選
一
如
a
本
書
-
武
江

向
岳
於
昌
旗
亭
-
享
保
七
壬
寅
孟
夏
旬
日
窮
終
畢
。
と
記
載
す
。
馬
淵
高

定
の
武
家
混
目
集
に
も
、
此
の
書
の
事
を
血
中
げ
た
り
。
按
や
る
に
、

利
常
卿
の
遣
事
は
、
世
に
微
妙
公
御
夜
話
或
は
微
妙
公
御
直
言
或
は

徴
妙
公
御
褒
詩
訟
E
L
続
し
、
平
常
の
御
行
欽
及
び
近
侍
の
人
々
へ

語
り
給
へ
る
夜
話
共
を
ぽ
書
き
つ
ら
ね
つ
れ
芝
、
先
づ
後
人
の
停
穏

を
事
げ
た
る
ゆ
ゑ
、
事
貨
に
幽
臨
す
る
事
た
き
に
あ
ら
宇
。
毛
利
隼

之
助
が
筆
記
せ
し
拾
築
名
言
飽
は
、
貨
に
寛
永
十
八
年
よ
り
近
侍
し

て
、
親
し
く
御
身
近
に
奉
仕
し
て
拝
聴
せ
し
直
結
共
を
集
録
せ
り
。

共
の
功
勢
貨
に
賞
す
る
に
堪
へ
た
り
。
故
に
今
愛
に
共
の
僻
略
を
記

載
す
。

崎
五
悦
宇
堤
富
郡
伊
佐
野
民
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